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世
界
ぺ
宣
言
発
信

勁
敢
「
県
内
に
国
際
大
学
を
」

　
ハ
相
互
扶
助
」
を
国
際
語
に
１
一
一
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
呼
び
掛
け
て
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
）
で
聞
か
れ
て
い
た
「
ア
ジ

マ
ノ
太
平
洋
緊
急
救
援
フ
ォ
上
フ
ム
」
は
八
日
、
岡
出
資
百
を
採
択
し
て
閉
幕
し
た
。
世
界
各
国
か
ら
援
助
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ

た
阪
神
大
震
災
か
ら
九
か
月
。
官
話
は
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
く
理
解
や
信
頼
、
協
力
が
平
和
を
作
る
」
と
う
た
っ
た
。
一
堂

に
会
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
ら
は
、
岡
山
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
し
、
哲
男
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。

　
三
日
間
の
討
議
で
公
的
雄
一
欠
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
）
や
っ
専
門

閲
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
が
不
乱
知
識
を
分
け
与
え
て
」
　
（
バ
ン

岡山宣言の採択後、記者会見する菅波ＡＭＤＡ代表（右
から３人目）ら（８日、岡山国際交流センターで）

グ
ラ
デ
シ
ュ
）
、
「
地
域
に
あ

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
言
言
が

大
切
」
　
（
ア
メ
リ
カ
）
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
分
科
会
で

各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活
動
内
容
を
報

告
、
協
力
体
制
を
話
し
合
っ
た

ほ
か
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
ら
が
交
流

の
輪
を
広
げ
た
。

　
閉
会
後
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波

茂
代
表
ら
が
記
者
会
見
。
岡
山

串
の
本
部
に
設
置
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
、
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
一
次
情
報

を
提
供
し
て
も
ら
う
情
報
共
有

こ
ン
ス
テ
ム
を
完
備
、
国
内
緊
急

救
助
態
勢
を
取
る
「
七
十
二
時

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
発
足
さ

せ
る
こ
と
や
、
災
害
の
多
い
海

一
外
の
地
域
に
地
震
な
ど
繁
急
時

一
に
備
え
た
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
県

- - ･ ･ ㎜ - ㎜ ・ ａ

内
に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
」

を
殷
賑
、
救
援
活
動
に
対
応
で

き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む

構
想
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
フ
ォ
上
フ
ム
に
参
加
し
た
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ク
ッ
シ
ン
グ

さ
ん
（
一
£
）
（
カ
ナ
ダ
）
は
「
相

互
扶
助
で
お
互
い
に
手
を
結
び

合
う
と
、
大
き
な
力
と
な
る
。

い
い
試
み
だ
」
と
話
し
て
い
た
。

菅
波
代
表
は
「
国
連
や
各
国
政

府
と
さ
ら
に
厚
い
信
頼
関
係
を

作
り
、
こ
の
地
城
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

き
た
い
し
、
そ
の
力
も
あ
る
と

恚
う
」
と
期
待
し
て
い
る
。
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